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1. 導入 

 「中動・再帰」について、類型論の観点からアプローチした Kemmer(1993)は、（直接）再帰の標識が

典型的には、「行為の動作主と対象が同一の指示対象である。」ことを示すと指摘している。それに対し

て中動の標識は、自分自身で起こす事象（行く、歩く、飛ぶ等）、身体姿勢の変化（横たわる、座る、

立つ等）、移動を伴わない動き（捻る、お辞儀する、伸びる等）、身づくろい（洗う、着飾る、ひげをそ

る等）を表すと指摘している。そして両者は当該の行為を為す指示物とそれを受ける指示物が同一とい

う点で類似している1。こういった特徴を共有することから、両方の概念が一つの形式によって表される

言語も少なくない。チベット-ビルマ語派の言語であるラワン語もその一つである。 

 

(1) yā   mē  shət  -shì  -ē. 

  それ 女性 殺す -shì  -NPST 

  「その女性は自殺した。」 

(2) rəwàng  mē  -rā ənásō   sō   -shì -ē. 

  ラワン 女性 -PL 耳飾り  つける-shì -NPST 

  「ラワンの女性は耳飾りをつけている。」 

 

 (1)は動作主と被動者が同一指示物である事象、(2)は完全に同一の指示でないものの、動作が動作主の

身体部位に向かうような事象を表す。-shìは以上のような特徴から、先行研究で「中動・再帰」的な意

味を実現する接尾辞として指摘されてきた。しかし、-shìで標示される文のすべてが Kemmer の指摘す

る典型的な特徴を示すわけではない。本発表では、-shìによる標示をうけながら「再帰らしさ」がコー

ド化されない表現に着目し、-shìが本来的にはどんな機能をもつ接辞なのかを探る。 

 ラワン語2（Rəwang）はミャンマー連邦共和国の北部に位置するカチン州で話される言語で、話者人

口については 63,000 人: Ethnologue3）という数字が挙がっている。発表者が接触したラワン語話者はす

                                                  
1 再帰と中動の間には類似点もある一方で、中動態の事象は、行為の始点となる指示物と行為の終点としての指示物が

再帰事象ほど独立していない（身体部位や所有物等）点で直接再帰の典型と異なる。そのため、両形式を、別々の形式で

表現する言語もある。Kemmer(1993)では再帰/中動を一つの形式で表す言語を one-form language、別の形式を用意してい

る言語を two-forms language と呼んでいる。 

2 本発表におけるラワン語の表記は、発表者が行った音韻解釈に基づく音素表記である。以下に示しておく。子音音素

は / p[ph], b[b], t[th], d[d], k[kh], g[g], ʔ[’], ts[ts~s], z[dz~z], ch[tʃ], j[dʒ], s, sh[ʃ], m, n, ng, l, w, r[ɹ], y[j] /の 20 種、母音音素は / i, e, 

a, ə, ø, o, u /の 7 種、母音の連続は基本的にないが、借用語においてのみ現れることがある（例 poi < ビルマ語）。超分節

音素(声調)は 低(À)、中(Ā)、高(Á)の 3 種、声調の対立は開音節及び鼻音、流音で終わる音節においてのみ存在する。よ

って閉音節においては調類の表記は行わない。頭子音連続には Cl, Cw, Cj, Cr のパターンが見られる。詳しい音韻解釈に

ついては大西(2013)を参照されたい。 

3 ラワン語話者はインド側にも存在し、ミャンマー側に限ると 62,000 人というデータが挙がっている。 



べて同国の公用語であるビルマ語を流暢に話していた。本発表で対象にするラワン語は、特に北部を分

布域にもつダル方言である。本発表で用いる一次資料は、発表者が 2013 年 1 月と 3 月にミャンマー連

邦カチン州の州都ミッチーナ市に渡航し、調査により収集したものである。調査に協力してくださった

のはミッチーナ市在住の元大学教員 Diji 氏（1949 年生）である。同氏はカチン州北部の Nogmun 市の出

身である。調査の媒介言語はビルマ語を用いた。本発表で挙げる例文は、特に断りのない限り、発表者

の調査によって収集されたものであり、グロス、例文の訳、外国語文献の日本語訳についてはすべて発

表者の責任で行っている。 

 

2. 先行研究 

 現在あるラワン語に関する研究のほとんどは正書法の元にもなっているマトワン方言を対象にして

いる。ここでは-shìのマトワン方言における同源形式に関する記述を参考として挙げる。-shìについてあ

る程度、詳細に記述した研究として、LaPolla(2000)が挙げられる。以下、LaPolla(2000)の記述を要約す

る。まず、統語的な特徴に着目すると、-shìによって標示された動詞は必ず自動詞タイプの屈折を受け、

動作主を指示する名詞句が動作主格-í で標示されることはない。つまり、-shìは自動詞文にしか生起しな

い。 

 

(3) a. 他動詞文 

àng -í   àng  ədip -ò   -ē. 

3SG -AGT  3SG  打つ-TNP  -NPST 

   「彼はあの人を殴る。」 

  b. 対応する-shì文 

àng  àng  ədip -shì -ē. 

3SG  3SG  打つ-shì -NPST 

   「彼は自分自身を殴る。」(LaPolla 2000: 292) 

 

次に、意味に着目した場合、-shìの用法は 3 つに大別できる。 

① 直接再帰的な用法 

② 対象が動作主の身体部位、或いはある種強いつながりのあるものであることを示す用法。 

 

(4) a. àng   təwàn  əcha’  -ò   -ē. 

   3SG  雪   落とす -TNP  -NPST 

   「彼は雪を履き落とす。」 

  b. àng   təwàn  əcha’  -shì  -ē. 

   3SG  雪   落とす -shì  -NPST 

   「彼は自分の体についた雪を履き落とす。」(LaPolla 2000: 292) 

 

只、shi が使えるのは、対象が動作主の体に触れているものに限られるようである。 

                                                                                                                                                                     
 http://www.ethnologue.com/language/raw/***EDITION***（最終閲覧日 2014 年 04 月 29 日） 



 

(5) ngà úrhām bè   -shì  -bú-ì.   yālòng  zap  -ng-á. 

  1SG 指  切る -shì  -PFV-PST  これ  包む -1SG-TP 

  「私は指を切り落とした。（そして）これ（指）を包んだ。」 

 

③ 事象が動的でなく、状態的であることを強調する。 

(6) a.  àng shəm pē    -shì -ē. 

3SG 剣  背負う -shì -NPST 

「彼は肩に剣を背負っている。」 

b.  àng -í   shəm pē    -ò   -ē. 

3SG -AGT  剣  背負う -TNP  -NPST 

「彼は肩に剣を背負う。」(LaPolla 2000: 295) 

 

-shìの特徴をまとめると、次の 3 点を指摘することができる。 

 

[1] 必ず、自動詞文で現れる。 

[2] 中動・再帰的な意味をコード化する。 

[3] 状態性をコード化する。 

 

3. 問題点の所在と方針 

 [3]は再帰の典型からは逸脱する用法であり、「再帰を表す」という視点に立てば「周辺的」に見える。

しかし、本来的に再帰的な意味を表す形式ではないという視点に立てば、[1]、[2]、[3]の用法の一般化

ができるかもしれない。では、-shìの本来的な機能は何であろうか。発表者の一次資料から得られた例

を使って、-shìの標示で、どういう意味が実現されているのかを観察し、結論で-shìの機能について一般

的な説明を試みる 

 

4. 「再帰らしい」-shì 

 対象を指示する名詞が動作主と同一（あるいは動作主の一部）という点で、本節であげる例は「再帰

らしい」といえる。 

 

(7)  nā  =nø̄r  nā  è-  yàng -shì. 

   2SG =TOP 2SG 2-  見る -shì 

   「あなた自身を（鏡で）見なさい。」 

(8)  àng mùgwā     -í   kup-shì-e. 

   3SG レインコート -INST 被せる-shì-NPST 

   「彼はレインコートを（自分に）着せた。」 

 

動作主の一部というのは、典型的には身体部位を指すが、身体部位でなくとも、動作主に対して位置

的に接していれば、-shìが使えるようである。 



 

(9) àng shəmò shət -shì  -ē. 

  3SG 蚊   殺す-shì  -NPST 

  「彼は（彼の上にとまった）蚊を殺した。」 

 

(7)~(9)はいずれも、参与者が 2 つ想定でき、他動詞文で表現しえる文である。しかし、(7)~(9)を他動詞

文で表現すると、対象は動作主から独立したものとして解釈され、同一の事象を言い換えることはでき

ない。つまり、対象は-shìの付加によって、動作主からの独立性を失い、結果、自動詞文になるといえ

る。 

 このことから、再帰らしい-shìの機能として、対象の独立性の喪失という一般化が可能である。-shìに

よって対象は動作主と同一指示物或いは、指示物の一部という解釈を受け、その独立性を失う。対象が

独立性を失うことで、他動性が弱まり、事象は自動詞文で表現される。 

 

5. 「再帰らしくない」-shì 

 次に、動作主との対象の間に関係が認められないような、いわゆる「再帰らしくない」shi の用法に

ついて観察する。(10)は鉱物資源を掘り出すために、堅い岩盤を掘り進めていくことを示す文である。 

 

(10) （硬い岩盤を掘り進めることが出来なくて、） 

  kādø̄wàò nìgø̄  sòngmè -də̀m  dəlup  -shì  -ē.   wā. 

  どうやって  ドリル -CL   入れる -shì  -NPST  HS 

  どうやれば、そのドリルをさらに中に入れ続けることができるの？と言った。」 

 

(10)はドリルで 1 度穴を開けるということではなく、既に岩石の中に入っているドリルを使って、さら

に継続的に掘り進めていくということを表す。 

 -shì は継続性の他にも習慣性、反復性、恒常性をコード化できる。(11)は、暑い季節を通して出かける

ときにはお湯を習慣的に持っておくよう、促す文である。(12)はサンドンが、何度も反復的に材木を運

ぶことを表している。(13)は、この一回支払いができないと言うよりも、貧しさのために恒常的に家賃

の支払いができないでいることを示している。 

 

(11)  nàmlím shəlā -ka’  nā  tì lím  ká rəgap è-  zīn  -shì. 

   暑い  季節 -LOC  2SG 水熱い 常に  2-  持つ -shi 

   「暑い季節の間は、お湯をいつも持っておきなさい。」 

(12)  sándóng  mətàngmətàng  shòng rì   -shì -rà   -ē. 

   PN    頻繁に    材木 運ぶ -shì -[義務] -NPST 

   「サンドンは何度も材木を運ばなければならない。」 

(13)  àng dəshàdəlā    í   -ē.   wá  mə-ngut-shì-ē. 

   3SG 極めて貧しい COP  -NPST  支払 NEG-POT-shì-NPST 

   「彼はとても貧しい。（だから）支払はできていない。」 

 



(14)は、「入隊する」という動詞を用いていながら(14b)、(14c)のように、入隊した場所や、時間を特定

することはできない。 

 

(14)  a. nə-  pè   =gø̄    əpu’    dap-ta’   cīlcè wa’  -shì -ē. 

    2.GEN- 父親 =[累加] ジンポー 軍隊-LOC  入隊する -shì -NPST 

   「あなたの父親もジンポーの軍隊に所属している。」 

   b. *nə-  pè   =gø̄   bəmò  -ta'  əpu’    dap  cīlcè wa’  -shì -ē. 

    2.GEN- 父親 =[累加] バモー -LOC  ジンポー 軍隊 入隊する -shì -NPST 

   c. *nə-  pè   =gø̄    sánì  -ta'  əpu’    dap  cīlcè wa’  -shì -ē. 

     2.GEN- 父親 =[累加] 昨日 -LOC  ジンポー 軍隊 入隊する -shì -NPST 

 

以上の指摘から、-shìは事象が継続・恒常・反復的であることを示す機能があると言える。そして同

時に、事象の一回性、特定性が低めるという機能も認められる。他動性の視点から言い換えれば、-shìが

事象の継続・恒常・反復性を高め、一回性、特定性を低めることで、他動性が弱まり、形態統語的に自

動詞文で表現せざるを得ないと解釈できる4。 

 

6. 結論 

-shìは再帰の意味を積極的にコード化する接辞というよりむしろ、他動性を低める接辞であるという

一般化ができる。つまり-shìに標示されることで、対象の独立性、或いは、事象の特定性、一回性が低

まり、他動詞文で表現できなくなる。先行研究の指摘する「中動・再帰」の意味をコード化するのは、

対象の動作主からの独立性が弱まった結果、生まれた意味であるといえる。 

 

7. おわりに 

最後に歴史的な視点から-shìの「他動性を低める機能」を概観する。 

 ラワン語は、Matisoff(2003)他によって、ヌン語支という言語グループのひとつをなすという指摘があ

る。ヌン語支の成員はラワン語の他、ドゥロン（Dulong）、アノン（Anon）である。それぞれ、ミャン

マーのカチン州と中国の雲南省の境に沿って分布しており、分布地域は接している5。ヌン語支の他の言

語にも-shìの同源形式は存在する。それぞれ、分布に微妙な違いはみられるものの、「他動性を低める」

という性質を共有しているといえる。 

 

                                                  
4 「再帰らしくない」-shìの場合、本来的に他動詞であるものに付加されるだけではなく、自動詞に付加される例も確認できる。 (i)

において、動詞は ip「寝る」という自動詞の形式を持つにもかかわらず、継続的に寝ていることを示すために-shìが付加されている。 

(i)  sánì -kēnì  àng   ip  -shì -ē. 

  昨日 -ABL  3SG  寝る -shì -NPST 

  「彼は昨日からずっと寝ている。」 

(i)のような例は「再帰らしくない」-shìの分布が拡張した結果、生まれたと考えられるが、用例が少なく、更なる検証が必要である。 

5ヌン語支の 3 言語に関する包括的な情報については Randy LaPolla 氏が運営するサイトを参照されたい。

http://tibeto-burman.net/（最終閲覧日 2014 年 4 月 29 日） 



表 1: 系統的に近い諸語に見られる対応形式 

言語 ドゥロン アノン ラワン 

参照した記述 Sun(1982) 

Liu(1988) 

Sun & Liu(2009)  

形式 -ɕɯ̌ -ɕɯ31 -shì 

再帰代名詞 有 有 無 

意味機能 ・ 中動 ・ 有対動詞の自動詞側

の語形に残る。 

・ 相互 

・ 中動／再帰 

・ 継続／反復／習慣

 

ヌン祖語には他動性を低める接辞があり、それぞれの言語に分かれる段階で、「他動性を低める」と

いう性質を残しながら、意味が分かれていったと考えられる。その中で、ラワン語は、再帰代名詞を持

たないという特徴によって、中動・再帰的な意味を実現するようになったと推測できる。 

 

略号一覧 

1: 話し手人称 CL: 類別詞 PFV: 完了 

2: 聞き手人称 COP: コピュラ PL: 複数 

3: 第三者人称 COP: コピュラ PN: 固有名詞 

-: 接辞境界 GEN: 属格 POT: 可能 

=: 接語境界 HS: 伝聞 SG: 単数 

.: イントネーションユニットの境界 

（転載例文の場合は元の例文のまま） 

INST: 道具格 TNP: transitive non-past 他動詞非過

去 

ABL: 奪格 LOC: 処格 TP: transitive past 他動詞過去 

AGT: 動作主格 NPST: non-past 非過去  
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